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福島県大熊町
議会だより

題字 小学校４年　今野　逞
た く と

登さん（平成28年度当時）

顔晴ろう！大熊っ子！大会　　演目：物語の主人公、私はだ〜れ！

町政を問う
復興への課題をとらえて

まちづくり公社設立
仮設焼却炉
大熊町を優先に

6

９月
定例会

5
10

2

ママ、
あとどれくらい？

もうすぐ

ゴールだよ！



平成28年度の主な事業

過去最高額 962億円
新しいまちづくりに活用

新型タブレット4400台配布

基
金
総
額

平
成
29
年
度
９
月
定
例
会
を
12
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
等
30
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案
可
決
し
ま
し
た
。

決
　
算
　
認
　
定

監
査
委
員
よ
り
平
成
28
年
度
の
基
金
積
立
て
額

の
報
告
が
あ
り
、
過
去
最
高
額
の
積
立
て
額
と
な

り
ま
し
た
。

基
金
に
つ
い
て
は
町
の
復
興
な
ど
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
。
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５年間の基金積み立て額の推移（単位：億円）

194 244
288

25年度 26年度

859

962

復興
832

27年度 28年度24年度

復興
731

財調 83
財調 85

事業 45
事業 45

○財調基金
　町の財政をおぎなうための貯金
○復興基金
　町の復興や生活再建支援
○事業基金
　商業・農業・地域振興等に活用

ＩＣＴ利活用 2億4516万円
町民のきずな維持のため使いやすいタブレットにかえました
新型タブレット配布　　4400台� 1億4148万円
タブレットシステム開発� 1億 368万円

ふるさと絆応援 5599万円
会津米、もち、缶詰などを5079世帯に配布しました

大熊ＩＣ整備 1億2671万円
大熊インターチェンジ建設のための負担金です

中間貯蔵施設地権者支援 27億3249万円
中間貯蔵施設整備に関する給付金です

消防団運営費 1431万円
消防団員143人分の報酬、活動費用弁償、退職報償金などです
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会
計
別
の
決
算
状
況

平
成
28
年
度

会　　計　　名 収 入 総 額 支 出 総 額 差　引　き 滞　納　額
一 般 会 計 261億2386万円 253億8200万円 7億4186万円 390万円

特
　
別
　
会
　
計

坂下ダム施設管理事業 4599万円 4095万円 504万円 0

国 民 健 康 保 険 27億5920万円 26億6042万円 9878万円 87万円

奨 学 資 金 貸 与 1915万円 1586万円 329万円 0

下 水 道 ３ 事 業 5577万円 5544万円 33万円 0

中央台霊園管理事業 21万円 12万円 9万円 0

介 護 保 険 事 業 13億3286万円 12億 18万円 1億3268万円 0

介 護 サ ー ビ ス 事 業 603万円 538万円 65万円 0

後 期 高 齢 者 医 療 2599万円 2569万円 30万円 0

会
計
特
別
決
算

平
成
28
年
度
末
合
計
で
財
政

調
整
基
金
85
億
２
１
０
０
万
円

そ
の
他
目
的
基
金
８
７
７
億
３

０
５
０
万
円
と
潤
沢
な
財
源
を

抱
え
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営

を
進
め
て
い
る
と
言
え
る
。

　

歳
入
歳
出
に
お
い
て
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
て
お

り
、
主
に
福
島
復
興
再
生
加
速

化
交
付
金
や
震
災
復
興
特
別
交

付
税
、
福
島
原
子
力
災
害
帰
還

困
難
区
域
・
再
生
加
速
化
事
業

委
託
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

収
入
に
つ
い
て
は
、
主
要
な

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
42
億

６
４
６
３
万
円
で
あ
り
、
内
訳

は
町
民
税
が
６
億
４
５
１
０
万

円
、
固
定
資
産
税
が
36
億
円
で

あ
る
。

収
入
未
済
額
は
４
億
３
６
６

２
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
よ
り

２
５
８
０
万
円
増
加
し
て
い
る
。

追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

事
業
の
繰
越
明
許
が
増
額
の
要

因
と
な
っ
た
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
大
熊
町

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
基
金
積

立
金
、
電
源
交
付
金
施
設
整
備

事
業
基
金
積
立
金
、
東
日
本
大

震
災
復
興
基
金
積
立
金
と
、
各

種
積
立
金
が
歳
出
を
膨
ら
ま
せ

た
。
ま
た
、
一
般
会
計
や
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
等
で
不
用

額
が
増
加
し
て
い
る
。
医
療
費

や
介
護
保
険
給
付
費
等
の
年
度

末
の
支
払
い
が
予
測
で
き
な
い

た
め
、
あ
る
程
度
の
不
用
額
が

出
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と

認
識
で
き
る
が
、
今
後
に
お
い

て
も
的
確
な
予
算
積
算
と
適
正

な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
復
興
関

係
の
基
金
も
あ
わ
せ
て
本
来
の

目
的
を
再
考
し
、
現
況
に
即
し

た
基
金
の
整
理
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
。

避
難
継
続
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
、
今
後
も
引
き
続
き

費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
中
で

経
費
削
減
を
図
り
、
効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
期

待
し
意
見
と
す
る
。

本来の目的を再考し
現況に即した基金の整理に努めるべき

吉
田
代
表
監
査
委
員
よ
り
、
決
算
お
よ
び
基
金
運
用
状
況
の

審
査
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

基
金
活
用

一
般
会
計
決
算

支出総額253億8200万円を認定
滞納金は大幅減

監
　
査
　
報
　
告

（万円未満四捨五入）
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決  

算  

質  

疑大熊IC 平成31年3月完成
常磐道から町内へ乗降可能

　
　

追
加
Ｉ
Ｃ
整
備
に
１

億
２
６
７
１
万
円
支
出
さ

れ
て
い
る
が
、
完
成
時
期

と
完
成
後
の
運
営
は
ど
う

な
る
の
か
。

　
　

平
成
31
年
３
月
の
完

成
を
目
指
し
測
量
設
計
を

し
て
い
る
。

　

完
成
に
よ
り
一
般
車
輌

も
乗
降
で
き
る
よ
う
、
取

り
付
け
の
町
道
西
20
号
線

を
除
染
し
通
行
可
能
に
す

る
。

　

西
20
号
線
か
ら
国
道
６

号
と
県
道
35
号
線
に
行
け

る
よ
う
整
備
し
た
い
。

　
　

食
品
放
射
性
物
質
分

析
調
査
が
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
。
平
成
28
年
度
の

実
績
は
。

　
　

実
証
田
等
の
試
験
栽

大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備

問答放
射
性
物
質
調
査

問答

町の治安を守る頼れる消防団

平
成
28
年
度
決
算
審
査
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

適
正
な
運
営
か
、
来
年
度
に
繋
が
る
か
、
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

培
品
目
と
山
菜
等
個
人
持

ち
込
み
分
の
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
町
の

広
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　

太
陽
光
発
電
事
業
に

５
０
０
万
円
寄
付
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
見
通
し

と
活
用
目
的
は
。

　
　

福
島
発
電
㈱
か
ら
５

０
０
万
円
20
年
間
の
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

植
物
工
場
の
運
営
費
に

使
用
す
る
た
め
基
金
に
積

み
た
て
る
。

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運

営
に
９
４
０
０
万
円
か
か

っ
て
い
る
。

　

10
年
間
の
事
業
で
９
億

円
か
か
る
の
で
も
っ
た
い

な
い
。

太
陽
光
発
電

問答生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助

問

　

１
年
経
過
し
た
が
今
後

の
運
営
を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

同
意
見
で
あ
り
双
葉

町
と
連
携
し
て
国
と
交
渉

し
て
い
く
。

　

事
業
を
短
縮
す
る
な
ど

早
い
時
期
に
判
断
す
る
。

　
　

総
合
検
診
受
診
し
た

く
て
も
交
通
手
段
の
な
い

人
も
い
る
。

　

土
日
で
あ
れ
ば
身
内
で

対
応
し
て
く
れ
る
人
も
い

る
の
で
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
。
ま
た
、
総
合
検
診
11

日
間
の
内
、
い
わ
き
市
で

土
日
の
２
日
受
診
で
き
る
。

　
　

寝
た
き
り
老
人
介
護

慰
労
手
当
を
支
出
し
て
い

る
が
、
ど
の
様
な
場
合
に

支
給
さ
れ
る
の
か
。

　
　

要
介
護
４
以
上
の
65

歳
以
上
の
人
を
家
庭
で
介

護
す
る
者
に
対
し
て
月
額

答総
合
検
診

問答老
人
介
護

問答

１
万
円
を
支
給
す
る
制
度

で
あ
り
、
震
災
前
か
ら
町

単
独
で
実
施
し
て
い
る
。

　
　

消
防
団
分
団
編
成
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
地
域
別
に
す

る
の
か
、
グ
ル
ー
プ
化
す

る
の
か
検
討
し
て
い
る
の

か
。

　
　

分
団
長
会
議
で
、
消

防
団
運
営
は
分
団
の
求
心

消　

防

問答

力
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
、
分
団
編
成
は
難
し
い

と
の
意
見
が
あ
り
当
面
は

今
の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

　

将
来
は
必
要
に
な
る
の

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

常
備
消
防
の
負
担
金

２
億
４
２
５
４
万
円
の
支

出
は
な
に
か
。

　
　

富
岡
・
浪
江
・
葛
尾

の
消
防
庁
舎
新
築
の
負
担

金
で
あ
る
。

問答
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町
道
東
67
号
線
の
改

良
の
た
め
測
量
を
実
施

し
て
い
る
が
、
改
良
工

事
に
必
要
な
数
量
の
見

直
し
に
よ
り
工
事
が
増

え
る
た
め
補
正
し
ま
し

た
。

道
路
施
設
改
良
事
業

１
億
５
０
０
０
万
円

　
10
月
中
に
土
地
の
利

活
用
を
目
的
と
し
た
一

般
社
団
法
人
お
お
く
ま

ま
ち
づ
く
り
公
社
を
設

立
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
公
社
は

町
と
関
係
団
体
で
組
織

し
、
不
動
産
相
談
窓
口

事
業
や
空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
事
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
公
共
施

設
の
管
理
や
運
営
な
ど

の
事
業
拡
張
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
　

メ
ン
バ
ー
に
Ｊ
Ａ
や

農
業
委
員
会
が
構
成
員
に

な
っ
た
理
由
は
な
ぜ
か
。

　
　

農
地
利
用
、
不
動
産

鑑
定
が
当
面
の
課
題
で
あ

り
、
専
門
家
と
し
て
入
っ

て
も
ら
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立

�

２
０
０
０
万
円

問答

補
　
正
　
予
　
算 土地の利活用を目的とした
まちづくり公社設立

主要道路として期待される

　
　

拠
点
整
備
工
事
な
ど

と
の
重
複
や
、
企
業
の
車

の
出
入
り
な
ど
通
行
に
は

十
分
に
配
慮
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　

企
業
と
十
分
に
協
議

し
、
片
側
通
行
な
ど
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
対
応

す
る
。

問答

平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

福
島
県
町
村
議
長
会
よ
り
「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
依
頼
が
あ
り
審
議
し

た
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

森
林
が
多
く
所
在
す
る
山
村
地
域
の
市
町
村
に
お

い
て
は
、
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
担
い
手
の
育
成
等

山
村
対
策
に
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・

安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
国
土
の
保
全
や
地
方
創
生
等
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
市
町
村
の
財
源
の
強
化

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
強

化
を
は
か
る
た
め
の
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
早
期

導
入
を
強
く
求
め
る
。

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

　
　
　
　

総
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　

環
境
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

意
見
書
提
出

教
育
委
員
に
庄
司
ヤ
ウ
子
氏
を
再
任

採
択
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

賛
成
９　

反
対
２

任
期
は
平
成
29
年
10
月
よ
り
４
年
間

給食センター

大川原ライスセンター
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一  

般  

質  

問

１
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ

目指せ東大 !!

１．阿　部　光　國 議員� ７

●下野上農地の耕起対策をとるべき

●ペットや家畜の供養塔を建てるべき

●その他の質問

　・記念碑の管理を町がすべき

　・�中間貯蔵施設地権者が住んでいた証とし

て石碑を建てるべき

東京大学 赤門前
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帰
還
困
難
区
域
内

の
先
行
除
染
の
１
４
７
㌶

が
ま
も
な
く
終
了
す
る
。

町
は
そ
こ
に
第
二
の
復
興

拠
点
区
域
と
し
て
居
住
ゾ

ー
ン
、
事
業
ゾ
ー
ン
の
整

備
計
画
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
帰
還
困
難
区

域
を
特
定
再
生
復
興
拠
点

と
し
て
一
体
的
に
除
染
し

て
５
年
を
目
途
に
解
除
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。

　

し
か
し
実
際
は
先
行
除

染
が
終
了
し
た
所
は
何
も

し
て
い
な
い
の
で
雑
草
が

生
え
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
下
野
上
地
区
を
新

た
な
復
興
拠
点
区
域
と
し

て
土
地
を
活
用
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
大
川
原
地
区
と

同
じ
よ
う
に
除
草
、
耕
起

な
ど
の
農
地
荒
廃
防
止
の

対
策
を
と
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

阿
部

一  

般  

質  

問
阿
部
　
光
國 

議
員

　
　
　

大
熊
町
農
業
復
興

組
合
が
、
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
、
居
住
制
限
区

域
に
つ
い
て
は
除
染
が
完

了
し
福
島
営
農
再
開
事
業

に
よ
り
除
草
、
耕
起
等
を

実
施
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
実
施
要
項
の

中
で
帰
還
困
難
区
域
で
も

除
染
の
終
了
し
た
区
域
の

除
草
耕
起
は
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
や
県
と
協
議

し
大
熊
町
農
業
復
興
組
合

の
組
合
員
の
拡
充
等
を
含

め
、
次
年
度
に
向
け
て
事

業
実
施
を
検
討
す
る
。

　

除
草
、
耕
起
だ
け
で
な

く
、
農
地
か
ら
新
た
な
産

業
を
生
み
出
す
事
業
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

問 下野上農地の耕起対策をとるべき

答 新たな産業を生み出す

荒
廃
防
止

　
　
　

東
日
本
大
震
災
お

よ
び
福
島
第
一
原
子
力
の

事
故
に
よ
り
全
町
避
難
を

強し

い
ら
れ
、
家
畜
や
ペ
ッ

ト
が
放
置
さ
れ
た
こ
と
は

忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
物
の
供

養
の
た
め
に
も
ペ
ッ
ト
や

家
畜
の
供
養
塔
を
建
て
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

阿
部 問 

ペ
ッ
ト
や
家
畜
の
供
養
塔
を
建
て
る
べ
き

答 

鎮ち
ん

魂こ
ん

碑ひ

の
建
立
を
検
討

　
　
　

震
災
直
後
す
ぐ
に

帰
れ
る
も
の
と
思
い
、
着

の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し

た
た
め
ペ
ッ
ト
を
連
れ
だ

す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
現
地
に
そ
の
ま
ま
に

さ
れ
行
方
不
明
や
餓
死
す

る
な
ど
動
物
に
と
っ
て
は

厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

牛
に
関
し
て
は
畜
舎
で

の
餓
死
、
放
射
線
の
関
係

か
ら
放
れ
牛
と
な
っ
て
い

た
約
６
０
０
頭
を
薬
殺
処

分
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
現
在
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
町

営
墓
地
の
隣
接
地
も
ひ
と

つ
の
候
補
地
と
し
て
考
え

て
い
る
。

　

家
族
同
様
に
育
て
て
き

た
ペ
ッ
ト
や
家
畜
の
供
養

の
た
め
に
も
鎮
魂
碑
の
建

立
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

町
長

ペットも家族です
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
29
年
8
月
10
日
会
津
若
松
出
張
所
に
お
い
て

委
員
会
を
開
催
し
、
大
川
原
新
庁
舎
・
職
員
宿
舎
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
ふ
る
さ
と
未
来
会
議
の
取
組

み
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

平成31年春に職員宿舎設置
新庁舎周辺に30人規模

　
　

平
成
31
年
春
完
成
予

定
に
な
っ
て
い
る
大
川
原

新
庁
舎
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

平
成
29
年
10
月
中
に

基
本
設
計
を
ま
と
め
、
実

施
設
計
を
平
成
30
年
３
月

に
完
成
さ
せ
建
設
開
始
し

平
成
31
年
春
頃
に
業
務
開

始
出
来
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

庁
舎
は
周
辺
の
景
観

に
調
和
し
た
意
匠
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

建
物
内
外
に
木
目
調

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
周

辺
の
森
と
緑
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
意
匠
を
考
え
て
い
る
。

　
　

災
害
対
策
棟
に
は
ど

の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ

る
の
か
。

　
　

災
害
対
策
会
議
室
、

大
川
原
新
庁
舎

問答問答問答

非
常
食
な
ど
を
保
管
す
る

防
災
備
蓄
倉
庫
、
放
射
線

検
査
室
、
非
常
用
発
電
機

等
、
災
害
時
の
初
期
対
応

が
万
全
に
で
き
る
機
能
を

持
た
せ
る
。

　
　

新
庁
舎
の
完
成
に
伴

い
、
１
０
０
人
規
模
の
職

員
が
従
事
す
る
こ
と
に
な

る
。
職
員
宿
舎
も
新
庁
舎

完
成
時
期
ま
で
に
設
置
し

な
い
と
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

30
人
程
度
入
居
で
き

る
職
員
宿
舎
を
新
庁
舎
周

辺
に
設
置
す
る
。

　

現
在
、
宿
舎
運
営
や
コ

ス
ト
面
を
精
査
し
て
い
る
。

設
置
時
期
に
つ
い
て
は

平
成
31
年
春
に
予
定
し
て

い
る
新
庁
舎
で
の
業
務
開

職
員
宿
舎

問答

始
時
期
に
は
完
成
さ
せ
る
。

町
づ
く
り
委
員
会

　
　

町
づ
く
り
委
員
会
の

設
置
目
的
は
、
ま
た
今
ま

で
ど
の
よ
う
な
運
営
を
し

て
き
た
の
か
。

　
　

町
民
の
代
表
と
し
て

議
会
・
行
政
区
長
会
・
商

工
会
・
復
興
建
設
協
同
組

合
等
、
町
内
11
団
体
の
代

表
者
で
構
成
し
、
大
川
原

復
興
拠
点
を
は
じ
め
新
し

問答

安心して生活できる宿舎を イメージ図

い
町
づ
く
り
に
対
し
て
助

言
、
協
力
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
に
設
置
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
23
日
に

第
１
回
会
議
を
実
施
し
２

回
開
催
し
て
い
る
。
各
団

体
か
ら
町
づ
く
り
に
対
す

る
貴
重
な
考
え
も
打
ち
出

さ
れ
て
い
て
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
会
議
の

進
め
方
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

特
定
復
興
再
生
拠
点

問答

計
画
の
申
請
、
新
し
い
町

づ
く
り
等
、
助
言
を
頂
く

機
会
と
し
て
適
宜
開
催
し

て
い
く
。

ふ
る
さ
と
未
来
会
議

　
　

ふ
る
さ
と
未
来
会
議

を
設
置
し
て
一
年
に
な
る

が
、
ど
の
様
な
成
果
を
感

じ
る
か
。

　
　

30
年
後
の
中
間
貯
蔵

施
設
返
還
後
、
40
年
後
の

福
島
第
一
原
子
力
廃
炉
終

了
を
見
据
え
た
将
来
の
新

た
な
町
づ
く
り
計
画
を
考

案
す
る
た
め
若
手
職
員
を

中
心
に
長
期
の
会
議
体
と

し
て
設
置
し
た
。

　

月
に
2
回
の
会
議
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
講

座
）
や
新
し
い
町
づ
く
り

の
先
進
地
へ
の
視
察
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
が
、
自

分
た
ち
で
町
を
創
っ
て
い

く
と
の
意
識
の
高
ま
り
を

感
じ
る
。

問答
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大
川
原
復
興
拠
点
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
設
置

特
養
施
設
は
人
材
確
保
が
課
題

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

平
成
29
年
８
月
８
日
い
わ
き
出
張
所
に
お
い
て
委

員
会
を
開
催
し
、
大
川
原
復
興
拠
点
整
備
、
墓
地
整

備
な
ど
の
取
り
組
み
を
調
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

大
川
原
復
興
拠
点
に

介
護
施
設
を
計
画
し
て
い

る
よ
う
だ
が
職
員
の
確
保

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

復
興
拠
点
整
備
を
進

め
る
中
で
、
ま
ず
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
介
護
事

業
は
法
人
と
し
て
は
や
ら

な
い
と
経
営
は
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
を
つ
く
れ
ば
60
〜
70

人
は
必
要
に
な
り
、
人
材

の
確
保
は
難
し
い
。

介
護
施
設

問答

　
　

東
電
の
排
気
筒
解
体

の
際
、
放
射
性
物
質
が
舞

い
上
が
ら
な
い
対
策
を
講

じ
る
よ
う
町
が
は
た
ら
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

東
電
と
協
議
し
て
い

く
。

　

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー
は
設

置
し
て
お
り
、
放
射
性
物

質
は
町
独
自
で
も
確
認
し

て
い
る
。

廃
炉
作
業

問答

多くの町民が参加できるプロジェクトに

と
す
る
に
あ
た
り
大
型
車

が
常
時
通
行
す
る
が
耐
震

は
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

か
。

　
　

県
道
で
も
あ
り
確
認

し
て
対
応
す
る
。

特
定
復
興
再
生
拠
点

　
　

特
定
復
興
再
生
拠
点

整
備
計
画
を
国
に
い
つ
頃

申
請
す
る
の
か
。

　
　

当
面
８
月
16
日
の
管

理
者
会
議
で
協
議
を
し
、

議
会
、
行
政
区
長
会
と
協

議
し
な
が
ら
10
月
頃
申
請

す
る
。

ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
今
後
ど
の
よ
う
に

も
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
２
回
実
施

答問答問答

し
た
が
公
的
な
交
流
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
な
れ

ば
町
も
支
援
し
て
い
く
。

訪
問
相
談

　
　

社
協
相
談
員
と
介
護

補
助
員
の
活
動
内
容
の
違

問

い
を
住
民
に
対
し
て
上
手

く
整
理
し
て
広
報
で
き
な

い
か
。

　
　

個
別
の
具
体
的
な
内

容
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な

る
が
役
割
分
担
の
周
知
方

法
は
検
討
し
た
い
。

答

大
川
原
連
絡
事
務
所

　
　

証
明
書
を
発
行
し
て

い
る
こ
と
が
浸
透
し
て
い

な
い
。
周
知
を
は
か
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
広
報

紙
等
を
活
用
し
周
知
し
て

い
く
。

墓
地

　
　

汚
染
し
て
い
る
お
骨

は
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

　
　

洗
っ
て
お
骨
が
基
準

値
以
下
に
な
れ
ば
持
ち
出

せ
る
。

　

個
別
に
環
境
省
と
協
議

し
て
ほ
し
い
。

町
道

　
　

町
道
西
20
号
線
通
行

止
め
の
迂
回
路
を
清
水
橋

問答問答問
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全
員
協
議
会仮設焼却炉

大熊町優先に焼却する
平
成
29
年
７
月
27
日
、
会
津
若
松
出
張
所
に
お
い

て
環
境
省
よ
り
中
間
貯
蔵
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
説
明
を
受
け
10
月
6
日
に

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

仮
設
焼
却
炉
は
平
成

30
年
３
月
運
用
開
始
と
な

っ
て
い
る
が
、
何
を
優
先

的
に
焼
却
す
る
の
か
。

　
　

仮
設
焼
却
炉
に
つ
い

て
は
町
有
地
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

大
熊
町
の
除
染
廃
棄
物

を
優
先
に
焼
却
す
る
。

　

町
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
　

県
内
の
廃
棄
物
は
実

際
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
い

つ
頃
ま
で
に
搬
入
を
終
え

る
の
か
。

　
　

今
年
３
月
末
の
時
点

で
１
５
０
０
万
トン
強
と
な

っ
て
い
る
。

　

大
熊
町
、
双
葉
町
の
帰

還
困
難
区
域
の
除
染
が
こ

れ
か
ら
あ
り
、
も
う
少
し

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

搬
入
か
ら
５
年
、
平
成

32
年
を
目
標
と
し
て
い
る

が
、
最
終
的
に
何
年
で
搬

入
が
終
わ
る
か
は
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

中
間
貯
蔵
施
設

問答問答

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
の
用

地
と
し
国
が
求
め
て
い
る

の
は
１
６
０
０
㌶
で
あ
る
。

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
使
用

す
る
の
か
。

　
　

１
５
０
０
万
トン
～
２

０
０
０
万
トン
搬
入
す
る
た

め
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
施

設
が
必
要
か
示
さ
な
い
と

伝
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
う
い
う
も
の
を
早
く

作
り
、
や
は
り
土
地
は
必

要
な
ん
だ
と
い
う
説
明
を

し
て
い
く
。

納
骨
堂

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
内
に

あ
る
お
骨
を
一
時
保
管
す

る
納
骨
堂
を
つ
く
る
と
聞

い
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
施
設
を
ど

こ
に
つ
く
る
の
か
。

　
　

場
所
は
国
道
６
号
線

沿
い
の
大
和
久
地
区
に
つ

く
る
。

　

当
面
45
世
帯
分
の
納
骨

が
可
能
な
施
設
と
す
る
。

問答問答

　
　

大
熊
Ｉ
Ｃ
は
平
成
31

年
の
３
月
開
通
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

供
用
開
始
す
れ
ば
町
道
西

20
号
線
は
土
壌
運
搬
に
よ

り
交
通
量
が
増
え
る
。

　

バ
イ
パ
ス
道
路
の
進
捗

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

大
熊
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し

た
時
に
は
輸
送
ル
ー
ト
を

使
え
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
。

　

中
心
市
街
地
を
避
け
た

ル
ー
ト
を
考
え
て
い
る

が
、
今
後
用
地
買
収
等
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

町
当
局
と
連
携
し
て
い
き

た
い
。

大
熊
Ｉ
Ｃ

問答

完成間近な仮設焼却炉　早期の運用が望まれる
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発
電
所
視
察

広
　
報
　
研
　
修

伝える広報から
伝わる広報へ

平
成
29
年
９
月
28
日
、

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ

る
広
報
へ
、
電
子
広
報
な

に
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た

か
、
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
賞
受
賞
誌
か
ら
学

ぶ
の
３
講
演
を
受
け
ま
し

た
。

①
長
い
文
章
は
伝
わ
ら
な

い
、
短
く
書
く
こ
と
。

②
難
し
い
言
葉
を
使
う
と

読
ま
れ
な
い
、
常
用
漢
字

を
使
い
ひ
ら
が
な
を
多
く

使
用
す
る
。

③
余
計
な
情
報
は
入
れ
な

い
、
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
た

い
こ
と
を
書
く
。

な
ど
の
講
演
を
受
け
ま
し

た
。今

回
の
研
修
を
活
か
し

町
民
の
み
な
さ
ん
が
読
む

こ
と
を
意
識
し
、
伝
わ
る

広
報
を
目
指
し
ま
す
。

汚染水対策が課題
廃炉への道のりは長い

平
成
29
年
10
月
３
日
、

福
島
第
一
発
電
所
構
内
を

視
察
し
ま
し
た
。

１
～
４
号
機
の
状
況
を

実
際
の
現
場
を
見
な
が
ら

確
認
し
ま
し
た
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
汚

染
水
の
浄
化
方
法
や
貯
蔵

の
状
況
、
遮
水
壁
や
地
下

水
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
対
策

大
型
休
憩
所
な
ど
労
働
環

境
改
善
の
取
り
組
み
、
燃

料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
へ
向

け
た
新
た
な
技
術
開
発
な

ど
廃
炉
へ
向
か
う
発
電
所

の
現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

帰
町
へ
向
け
発
電
所
の

安
定
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

廃
炉
へ
の
道
の
り
は
長
く

今
後
も
定
期
的
に
視
察
を

行
い
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

長い文章は伝わらない

汚染水は長期的な課題 汚染水浄化設備
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サ
ー
ク
ル
紹
介

委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

震
災
か
ら
７
回
目
の
秋
で
す
。
今
年
も
鮭
の

戻
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

熊
川
に
戻
っ
て
く
る
鮭
た
ち
は
ど
ん
な
思
い

で
ふ
る
さ
と
の
川
に
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

４
年
の
歳
月
を
、
荒
波
に
も
ま
れ
て
誰
も
い

な
く
な
っ
た
故
郷
の
川
を
め
ざ
し
て
帰
っ
て
き

ま
す
。

そ
の
姿
を
見
て
う
る
っ
と
な
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
姿
を
見
て
勇
気
づ
け
ら
れ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
頃
の
賑
わ
い
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
が
、
せ

め
て
戻
れ
る
環
境
だ
け
は
守
っ
て
あ
げ
た
い
。

議
会
広
報
編
集
に
携
わ
っ
て
２
年
、
折
り
返

し
で
す
が
ダ
メ
出
し
の
連
続
で
す
。
残
り
半

分
、
鮭
に
勇
気
を
も
ら
っ
て
、
親
し
み
や
す
い

広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

松
永　

秀
篤

“小さく生んで、大きく育てよ”の交流の輪をめざし
大熊山田会

今
年
の
春
に
、
い
わ
き
市
山
田
町
に
大

熊
山
田
会
を
50
名
の
会
員
参
加
の
も
と
発

足
し
ま
し
た
。

「
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く
育
て
よ
」
を

合
言
葉
に
会
員
同
士
の
親
睦
と
融
和
、
そ

し
て
助
け
合
い
の
心
を
持
ち
、
い
も
煮

会
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
催
し
和
気
あ

い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
定
期
的
に
交
流
の
場
を
企

画
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
気
が
ね

な
い
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会　

長　

三
瓶
道
教

☎
０
９
０
─
２
９
５
８
─
４
１
７
４

事
務
局　

石
田
和
枝

みんなで良い会にしましょう

ゲームで笑いがたえない


